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こ
ど
も
家
庭
庁
と
の
懇
談

を
行
い
ま
し
た

　
二
〇
二
三
年
六
月
二
二
日
、
全
国
学
童

保
育
連
絡
協
議
会
（
以
下
、
全
国
連
協
）

は
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
こ
ど
も
政

策 

少
子
化
対
策 

若
者
活
躍 

男
女
共
同

参
画
）
宛
て
の
要
望
書
を
、
こ
ど
も
家
庭

庁
成
育
局
成
育
環
境
課
に
提
出
し
、
懇
談

を
行
い
ま
し
た
。

　
懇
談
に
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
か
ら
成
育

局
成
育
環
境
課
長
を
は
じ
め
、
課
長
補
佐

二
名
、
健
全
育
成
係
員
が
同
席
さ
れ
、
全

国
連
協
か
ら
は
役
員
六
名
、
地
域
学
童
保

育
連
絡
協
議
会
か
ら
七
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
懇
談
の
柱
と
し
て
は
、「
こ
ど
も
未
来

戦
略
方
針
」（
本
誌
二
〇
二
三
年
八
月
号

「
協
議
会
だ
よ
り
」参
照
）に
示
さ
れ
た「
常

勤
職
員
配
置
の
改
善
」
の
内
容
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
要
望
書
か
ら
該

当
す
る
項
目
を
抜
粋
し
ま
し
た
。
内
容
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

◆ 

学
童
保
育
の
量
的
拡
大
、
質
の
向
上
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
国
と
し
て
十
分
な
財

政
措
置
を
は
じ
め
、
対
策
を
進
め
て
く

だ
さ
い

（
３
）
運
営
費
に
関
す
る
財
政
措
置
に
つ

　

�

い
て
…
…
①
す
べ
て
の
学
童
保
育
に

お
い
て
、『
放
課
後
児
童
支
援
員
』
の

資
格
を
も
つ
学
童
保
育
指
導
員
を
常

時
二
名
以
上
・
常
勤
・
専
任
配
置
が

で
き
る
よ
う
、
人
件
費
に
か
か
る
財

政
措
置
を
大
幅
に
改
善
す
る
と
と
も

に
、
国
の
負
担
割
合
を
増
や
し
て
く

だ
さ
い
。
特
に
予
算
措
置
が
乏
し
い

支
援
の
単
位
を
構
成
す
る
子
ど
も
の

数
が
一
九
名
以
下
の
学
童
保
育
に
お

い
て
は
、
有
資
格
者
の
常
勤
二
名
以

上
の
配
置
が
で
き
る
予
算
措
置
を
講

じ
て
く
だ
さ
い
。
／
②
人
件
費
に
か

協
議
会
だ
よ
り

か
る
財
政
措
置
に
つ
い
て
は
、
保
育

の
引
き
継
ぎ
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ

子
ど
も
の
受
け
入
れ
の
準
備
や
打
ち

合
わ
せ
の
時
間
の
確
保
の
た
め
の
午

前
中
か
ら
の
勤
務
が
可
能
と
な
る
予

算
組
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

子
ど
も
の
命
と
安
全
を
守
る
上
で
欠
か

せ
な
い
「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
や

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
指
針
」
に

基
づ
く
「
学
童
保
育
の
『
全
国
的
な
一

定
水
準
の
質
』」
を
確
保
し
て
く
だ
さ

い
。

（
１
）「
第
九
次
地
方
分
権
一
括
法
」
の

　

�

附
則
お
よ
び
附
帯
決
議
な
ら
び
に
全

国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
が
取
り
組

ん
だ
「
学
童
保
育
の
拡
充
を
求
め
る

請
願
書
」
が
衆
参
と
も
に
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
止
め
、「
全
国
的
な
一

定
水
準
の
質
」
を
確
保
す
る
た
め
の

方
策
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
２
）
児
童
福
祉
法
に
お
い
て
、
放
課
後

　

�

児
童
健
全
育
成
事
業
は
、「
児
童
の
身

体
的
、
精
神
的
及
び
社
会
的
な
発
達

の
た
め
に
必
要
な
水
準
を
確
保
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
第

三
四
条
八
の
二
）
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
水
準
を
確
保
す
る
た
め

に
、
少
な
く
と
も
、
学
童
保
育
指
導

員
の
資
格
及
び
人
員
配
置
を
「
従
う

べ
き
基
準
」
に
戻
し
、そ
の
他
の
「
参

酌
基
準
」
も
順
次
「
従
う
べ
き
基
準
」

に
位
置
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

（
３
）
学
童
保
育
の
「
質
の
確
保
」
を
図

　

�

る
責
任
が
市
町
村
に
も
あ
る
こ
と
の

理
解
と
、「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
基

準
」（
以
下
、「
設
備
運
営
基
準
」）
と

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
指
針
」（
以

下
、「
運
営
指
針
」）
を
も
と
に
学
童

保
育
を
実
施
す
る
よ
う
、
市
町
村
に

働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め

に
、
学
童
保
育
指
導
員
の
資
格
及
び

人
員
配
置
を
は
じ
め
と
し
た
条
例
の

内
容
を
変
更
し
、
基
準
を
後
退
さ
せ

た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
質
の
確
保

お
よ
び
向
上
の
方
策
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
調
査
を
し
、
公
表
し
て
く
だ

さ
い
。

（
４
）
運
営
主
体
の
変
更
な
ど
施
策
の
変
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�
更
を
市
町
村
が
行
う
場
合
に
は
、「
利

用
者
の
保
護
者
や
関
係
者
、
関
係
団

体
等
か
ら
広
く
意
見
を
求
め
る
と
と

も
に
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
十
分

説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
必
要
で

あ
る
」
こ
と
を
、
市
町
村
に
周
知
し

て
く
だ
さ
い
。

学
童
保
育
の
要
件
の
緩
和

が
「
令
和
五
年
の
地
方
か

ら
の
提
案
」
に

　
二
〇
二
三
年
六
月
一
五
日
、「
第
五
四

回
地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議
・
第

一
四
八
回
提
案
募
集
検
討
専
門
部
会
合
同

会
議
」
が
開
催
さ
れ
、そ
こ
で
示
さ
れ
た
、

地
方
か
ら
の
「
関
係
府
省
に
お
け
る
予
算

編
成
過
程
で
の
検
討
を
求
め
る
提
案
」
に

つ
ぎ
の
内
容
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

＊ 

団
体
名
：
大
分
県
中
津
市

＊ 

提
案
事
項
：
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交

付
金
に
お
け
る
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
交
付
要
件
の
見
直
し

＊ 

求
め
る
措
置
の
具
体
的
内
容
：「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
交
付
要
綱
」、

「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
実
施
要

綱
」
に
お
い
て
、
放
課
後
児
童
支
援
員

及
び
補
助
員
の
要
件
を
緩
和
（
保
育
士

や
幼
稚
園
教
諭
、
小
学
校
教
員
等
の
資

格
保
持
者
に
対
す
る
研
修
の
免
除
及
び

資
格
等
を
保
有
し
な
い
が
学
校
等
に
お

い
て
実
務
経
験
を
有
す
る
短
時
間
勤
務

教
員
等
の
追
加
）
す
る
と
と
も
に
、
長

期
休
暇
期
間
に
限
定
し
て
運
営
す
る
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
年
間
開
所
日
数

二
〇
〇
日
未
満
）
も
交
付
金
の
対
象
に

加
え
る
こ
と
。

　
二
〇
二
三
年
七
月
中
旬
に
は
こ
れ
ら
の

提
案
に
つ
い
て
、
関
係
府
省
か
ら
の
第
一

次
回
答
公
表
、
提
案
募
集
検
討
専
門
部
会

（
関
係
府
省
か
ら
集
中
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
追
加
共
同
提
案
団
体
に
は
、
つ

ぎ
の
自
治
体
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
北
海

道
札
幌
市
、
宮
城
県
仙
台
市
、
千
葉
県
千

葉
市
、
東
京
都
府
中
市
、
神
奈
川
県
相
模

原
市
・
横
須
賀
市
、
長
野
県
、
大
阪
府
、

兵
庫
県
、広
島
県
広
島
市
、愛
媛
県
今
治
市
、

熊
本
県
熊
本
市
、
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
現
在
、
地
域
学
童

保
育
連
絡
協
議
会
が
情
報
収
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。＊

　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
今
回
提
案
さ
れ
て
い
る
の
は
「
認
定
資

格
研
修
の
免
除
」
と
「
基
礎
資
格
の
さ
ら

な
る
緩
和
」
で
す
。

　「
放
課
後
児
童
支
援
員
」
の
資
格
を
取

得
す
る
に
は
、
基
礎
資
格
を
有
し
た
者
が

放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
（
以

下
「
認
定
資
格
研
修
」）
を
受
講
し
、「
修

了
」
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
　

　
認
定
資
格
研
修
は
、「
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
に

従
事
す
る
放
課
後
児
童
支
援
員
と
し
て
必

要
な
知
識
及
び
技
能
を
補
完
し
」「
基
準

（
※
）
及
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
指

針
に
基
づ
く
放
課
後
児
童
支
援
員
と
し
て

の
役
割
及
び
育
成
支
援
の
内
容
等
の
共
通

の
理
解
を
得
る
た
め
、
職
務
を
遂
行
す
る

上
で
必
要
最
低
限
の
知
識
及
び
技
能
の
習

得
と
そ
れ
を
実
践
す
る
際
の
基
本
的
な
考

え
方
や
心
得
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
」

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
（
※
＝
設
備
運
営
基
準
）。
　

　
研
修
対
象
者
は
認
定
資
格
研
修
を
通
じ

て
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
専
門

領
域
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
そ
し
て
全
国
連
協
は
、「
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
は
学
童
保
育
で
仕
事
を
す
る
う

え
で
の
あ
く
ま
で
入
り
口
で
あ
る
こ
と
」

「
指
導
員
の
質
と
力
量
を
高
め
る
に
は
自

己
研
鑽
と
現
任
研
修
が
必
要
で
あ
る
こ

と
」
と
し
て
、
指
導
員
自
ら
が
学
び
を
深

め
、
指
導
員
に
は
専
門
的
な
知
識
と
技
能

が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
社
会
的

合
意
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
要
望
を
つ
づ
け

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
提
案
は
、「
放
課
後
児
童
支
援

員
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」「
資

格
の
必
要
性
」
と
い
う
制
度
の
根
幹
を
大

き
く
揺
る
が
す
も
の
で
す
し
、
放
課
後
児

童
支
援
員
は
「
誰
で
も
い
い
」
と
い
う
考

え
方
に
つ
な
が
る
危
険
性
を
も
は
ら
ん
で

い
る
と
考
え
ま
す
。

　
内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
や
こ

ど
も
家
庭
庁
、自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
、

今
回
の
提
案
に
反
対
す
る
意
見
を
届
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。


